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に有川であり，症例によっては脳血管撮影に代わ

り得ると考えられた．
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2白血病治療の15年後に頭部MRIで多発性海

綿状血管腫を指摘されたl例
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症例は54歳,男性． 14年前に悩性骨髄性白血病

急性転化にて骨髄移植施行された． また，糖尿病

性腎症にて1il液透析導入予定だった. 1年前に頭

部MRIで異常を指摘された．半年前頃から認知機

能低下と歩行|",'fが出現し，頭部MRI所見も悪化

したため入院した.HDS-R21/30点と軽度低下

し，全体に肋作緩慢だった．血液検査で高度の腎

機能障審を認め，頭部MRIでは白衝病変と多発性

の'12*低信号病変を認めた．

【考察】認知機能障害と動作緩慢は血液透析で改

善したため尿澁症による症状と考えた．白質病変

と'IZ*低信号柄変については， ′汁髄移植時に全

脳照射を行っていることから，全脳照射に関連す

る多発海綿状lil管脆と白質脳症と考えた．既報で

は，全脳照射後に骨髄移植を行った68人中28人

に海綿状Ⅲl柵;I､が出現したとの撒告があり，その

出現時期は照射後10年頃からで,照射品が多いほ

ど出現卒がﾊ.fく，多発例が多くなると報告されて

いる．この海綿状血管腫の発見には,MRIの'12*

¥SIⅥが有川である．
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l脳血管疾患における41)-CTAngiography

の有用性
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【はじめに】 320列MultiDetectol･CTでは，被

写体の移肋なしに上下16cmの撮像が可能であ

り，従来の3D-CTAngiography(CTA)に時|H1

軸を加えた4D-CTAも可能となった．今li'l脳lil

祷疾忠の臨床にどのように役立っているかを提

示する．

〔症例1〕右前頭葉脳肋i'i＃脈奇形の症例では，

nidusへの流入血管の判別が可能であった．任慰

の角度からMIPやVolumeRendering画像が作

成でき，手術前評価に有川であった．

〔症例2〕 イブi横静脈洞部側l塊動静脈痩の症例で

は，動脈相にて右横静脈洲ilが柵出され，続いてﾉ,§

横IWi脈洞，上矢状洞が柵IIIIされたことで砿II蝋肋,梛

脈旗の診断に至った．

【考察】 4D-CTAでは血流肋態評価が可能であ

り，動細脈奇形や動静脈旗の診断が可能であっ

た．また劾脈相と静脈＃1のI山i像を個別に作成でき

ることで，手術シミュレーションとしてもイi川で

あった．

【結語】 4D-CrAは脳血管疾忠の血流動態評illi


